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６月２３日（火）に、スクールカウンセラーの内田先生に「こころの授業」をしていただきました。今

回のテーマは、「すごろくトーク」です。すごろくのマスに書かれた質問に答えながら、仲間と楽しく会

話をし、自分の気持ちや考えを伝えたり、相手の話を最後まで聞いたりする活動を行いました。この

授業では、①自分の気持ちを言葉で伝えること、②相手の気持ちを大切にしながら話を聞くこと、③

仲間とのつながりを深めること を目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、「すきなあそびは？」「たからものは？」などの質問に笑顔で答え、仲間の話に「そう

なんだ！」「ぼくも一緒！」とうなずきながら、楽しそうに交流する姿が見られました。はじめは緊張して

いた子も、活動が進むにつれて少しずつ自分の気持ちを話せるようになり、たくさんの笑顔があふ

れていました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「すごろくトーク」を通して、子どもたちは楽しみながら自分の気持ちを伝えたり、仲間の話を聞くこと

ができました。微笑ましい回答が多くみられ、温かい時間となりました。ご家庭でも学校での出来事

や気持ちについて話す機会にしていただければ幸いです。 

１・２年生児童  スクールカウンセラーによる「こころの授業」を行いました。 

                     内容 ： 「 すごろくトーク 」 
 

「１００まんえんもらったらどうする？」 

→「ちょきんする」 「いえをかう」 「すきなたべものは？」 

→「ちょこ」 「はんばーぐ」 


